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平成24年度　博物館・市民会館事業カレンダー

●4月
  1 日（日）　第 85回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「ハッピー・リタイヤのために～年金・健康保険・労働法～」
  7 日（土）   企画展「野田に生きた人々　その生活と文化　2012」開始（～ 6月 25日）
  8 日（日）　第 1回呈茶席
  8 日（日）　キャリアデザイン講演会「これからの世界・日本・地域～ビジネスモデルの発想を手がかりに～」
15日（日）　第 85回寺子屋講座（芸道文化講座）「世界に響け！バッパカ獅子舞～伝統芸能を継承して～」
21日（土）　オープンサタデークラブ「いけ花講座」及び「日本舞踊」開始（3月 2日まで、全 14回）
27日（金）　野田市立東部小学校 6年生来館
●5月
  5 日（土）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 1回）
  6 日（日）　収蔵品特別展示　四代勝文斎作押絵行灯 2点（～ 20日）
  6 日（日）　第86回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「野田市のひとり親家庭支援のいま～子どもたちの幸せのために～」
20日（日）　第86回寺子屋講座（芸道文化講座）「C62に夢を乗せて～ミニSLを動かしてみよう～」
●6月
  3 日（日）　第 87回寺子屋講座（芸道文化講座）「野田を発掘する～土の中に眠る大昔の生活～」
  6 日（水）　野田市立第一中学校職場体験 4名の受入（・7日）
17日（日）　第 87回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「私の断酒体験談～あせらず、あきらめず、見捨てず～」
21日（木）　野田市立南部中学校職場体験 8名の受入（・22日）
26日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 7月 6日）
●7月
  1日（日）　第88回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「ライフスタイルに合わせた眼鏡・補聴器・時計の選び方」
  7 日（土）　市民アート展「陶芸～土に込めた私の想い～」開始（～ 10月 1日）
  9 日（月）　野田市立中央小学校 2年生来館（・11日・12日）
15日（日）　第 88回寺子屋講座（芸道文化講座）「みんなで考えよう江戸川の自然」
27日（金）　市新規採用教職員研修への協力
28日（土）　博物館実習生 6名受入（～ 8月 5日。9月 30日は台風のため中止）
29日（日）　第 16回ミュージアム・コンサート「癒しの音色」
30日（月）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 2回）
●8月
  2 日（木）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 3回）
  5 日（日）　第 89回寺子屋講座（芸道文化講座）「季節のテーブルコーディネート～暑い夏に涼の演出を～」
19日（日）　第 89回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「陶芸家を夢みて～なりたい自分になるために～」
●9月
  2 日（日）　第 90回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「音楽教師人生を振り返って～子どもたちと歩んだ35年～」
  8 日（土）　五感で愉しむ 陶芸の日
16日（日）　第 90回寺子屋講座（芸道文化講座）「我が町を 絵と句で表現 野田かるた～野田かるた制作秘話～」
※台風のため9月 30日に予定していた観月会を中止
●10月
  2 日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 12日）
13日（土）　特別展「野田と災害～今、私たちにできることを考える～」開始（～ 12月 10日）オープニング・
　　　　　  レセプション
21日（日）　第 91回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「まちの力を引き出す学びのコミュニティ」
21日（日）　第 91回寺子屋講座（芸道文化講座）「利き酒師がご提案する、日本酒の選び方・楽しみ方」
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●11月
  4 日（日）　第 92回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「野田の消防団あれこれ～第 2分団の思い出～」
  7 日（水）　公開消防訓練・起震車体験
10日（土）　特別展関連講演「災害復興とまちづくり～宮城県石巻市での被災と支援から見えたこと～」
18日（日）　第 92回寺子屋講座（芸道文化講座）「気象災害はなぜ頻発するのか」
25日（日）　第 2回呈茶席
25日（日）　ドキュメンタリー映画「PRAY FOR JAPAN～心を一つに～」チャリティ上映会
28日（水）　野田市立第二中学校職場体験 5名の受入（・29日）
●12月
  1 日（土）　防災ミーティング～今、私たちにできることを考える～
  2 日（日）　第93回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「やってみよう　わが家の耐震診断～疑問や不安にお答えします～」
  2 日（日）　第93回寺子屋講座（芸道文化講座）「歴史から知るイレズミ・タトゥー」
  6 日（木）　野田市立関宿中央小学校 3年生来館
11日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 21日）
22日（土）　市民の文化活動報告展「読んでみました　野田の古文書～初心者が挑んだ 3年間の整理・解読・
　　　　　  調査から～」開始（～ 3月 25日）
　
●1月
12日（土）　山中直治コンサート
16日（水）　野田市立北部中学校職場体験 5名の受入（～ 18日）
20日（日）　第 94回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「地域活性化のために、私が専門家として取り組んできたこと」
20日（日）　第 94回寺子屋講座（芸道文化講座）「手にとり知る博物館の古文書」
24日（木）　野田市立宮崎小学校 3年生来館
28日（月）　野田市立関宿中央小学校 3年生対象の出前授業
30日（水）　野田市立南部小学校 3年生来館
31日（木）　野田市立柳沢小学校３年生来館
●2月
  3 日（日）　第95回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「整理収納で暮らしが変わる！～小さな努力で大きなメリット～」
  3 日（日）　第95回寺子屋講座（芸道文化講座）「古文書調査の楽しみ～野田を通った七千人の大名行列～」
  7 日（木）　野田市立木間ケ瀬小学校 3年生来館
  9 日（土）　古文書相談会
11日（月）　親と子の茶道講座「飲もう！たてよう！お抹茶体験」
22日（金）　クラブフェスタ 2013（～ 24日）
●3月
  2 日（土）　キャリアデザイン連続講座「美しく歳を重ねる」（第 1回）
  3 日（日）　自主研究グループ育成講座「調べてみよう  古写真に写る野田」（第 1回）
  3 日（日）　第 96回寺子屋講座（芸道文化講座）「土でできたおひなさま「土雛」と土人形文化」
  9 日（土）　キャリアデザイン連続講座（第 2回）
10日（日）　自主研究グループ育成講座（第 2回）
16日（土）　自主研究グループ育成講座（第 3回）
16日（土）　キャリアデザイン連続講座（第 3回）
17日（日）　第 96回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「最終受益者は日本の子供たち～アジアの山岳少数民　
　　　　　  族のための学校作りの中で～」
20日（水）　第 18回ミュージアム・コンサート「歌とピアノで春尽くし！」
23日（土）　自主研究グループ育成講座（第 4回）
24日（日）　地域の歴史を学ぶ 3博物館めぐり
26日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 4月 5日）
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資料収集・保管・整理事業
事業区分：委託事業　
新収蔵資料

資料名
火掻き 等
朱塗酒器（婚礼三々九度用）
掛軸 等
今上・田中吉右衛門家文書
一塩化一臭化メタン消火器 等
戦中戦後教科書・参考書
「キッコーオカ」ガラス醤油差し
蓑 等
投網 等
支那事変写真全輯
フラフープ 等
番付図 等
下駄 等
絵馬 等
樽職人玉ノ井芳雄関係資料
茂木佐平治家稲荷神社板絵図 等
洋画「春耕」櫻田精一・画
『アイオン台風に関する資料』
日光御宮御参詣御役人附
日光御宮御参詣供奉御役人附
有益醤油醸造法 等
大日本消防発達史第2編（千葉県・栃木県）
大日本職業別明細図　千葉県
消防組操典・消防組礼式令・消防組点校規則解説
諸御役目録
東 飾郡木間ケ瀬村資料
郡制告別記念郡治要覧
東京勧業博覧会紀念商品案内
醤油関係印刷物
会計便覧　全 等
利根運河改修促進に関する陳情
御家名頭国尽　全
東 飾郡案内
鈴木貫太郎伝記編纂資料 等
久世隠岐守暉之書状（宇治・上林三入宛名跡相続祝い）
絵はがき「飛行機上より見たる野田町」
絵はがき「下総国野田町　清水公園より座生沼を望む」
写真アルバム「東武鉄道江戸川橋梁打上並経間拡張工事」 等
千秋社原則
醤油関係紙資料
拓本「忠魂碑」
『野禽の中に』

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

点数
7
1
28
45
16
8
1
2
3
1
2
41
19
15
65
2
1
1
1
1
4
1
1
1
1
3
1
1
12
2
2
1
1
3
1
1
1
7
1
17
1
1

受領日
4月25日
6月22日
6月29日
7月27日
9月10日
10月25日
11月2日
11月8日
1月16日
2月19日
2月19日
3月15日
3月22日
3月28日
3月29日
3月15日
4月4日
4月17日
5月8日
5月8日
5月8日
6月22日
6月26日
7月25日
7月27日
8月21日
11月2日
11月2日
11月2日
11月6日
11月6日
11月21日
11月29日
12月3日
12月6日
12月13日
1月28日
1月30日
1月30日
3月15日
3月29日
3月29日

収集方法
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄託
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入

寄贈・寄託者・移管元
横銭清氏
宮崎等氏
田中瑞枝氏
田中瑞枝氏
斉藤幹雄氏
佐藤和宏氏
野中健一氏
染谷正雄氏
荒井三男氏
立澤英子氏
新井敏之氏
鈴木里行氏
染谷正義氏
山中良雄氏
玉ノ井達実氏
鈴木里行氏

18



修繕・修復等
○掛軸（御嶽山、愛宕山大権現託宣）（資料番号 8558、8562） クリーニング及び補修、軸装を行った（委
　託先：彫美堂五井）。

○古文書（諸用留、香典帳）（資料番号 3053-3、8262-1-15） 本紙と似寄りの楮紙を用いて漉き繕いを
　行った（委託先：株式会社大入）。

○絵馬（境内図、「海城ニ襲来ノ敵軍を撃退ス」）（資料番号 8149、8158） クリーニング及び剥落止め、額
　縁の修理を行った（委託先：株式会社上田墨縄堂）。

資料の整理及びデータ入力
　収蔵庫を移し替えて大型資料を集約し、資料へのアクセス改善をはかった。また専用のケースや保存
箱を作成して保存状態の改善を行った。2013 年度特別展で使用するため、館蔵絵馬のクリーニングと
撮影、基本情報の入力を行った。
　資料の電子情報について将来的な公開、活用にむけた整理を行った。収集済みの絵はがき約 250 点
についてパソコンを用いた目録とデジタル画像化を完了した。また、特別展の調査に際し、館蔵の大型
絵図等 12 点をデジタル画像化し、館内の利用者用パソコンで公開を開始した。館蔵の文書資料群の概
要、検索手段等に関するデータベースの更新を行った。
　資料の電子情報の多くは、現状館内での閲覧に限られているが、資料データベースの将来的な公開に
向けての準備も進めている。本年度は大分類の策定と付与、醤油関係資料タグの整備をほぼ完了し、歴
史分野について中分類の策定と付与を開始した。法量と文字情報について、データベースへの入力を開
始した。資料写真の電子データ整備の方針を決め、作業を開始した。

修復前（資料番号 8262） 修復後（資料番号 8262）

修復前（資料番号 8158） 修復後（資料番号 8158）
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地域文化の調査研究
○「野田と災害」展にともなう野田の災害に関する調査研究　野田の災害と防災について調査し、展示内
容及び図録に反映させた。
○野田の物流に関する調査研究　近世～近代の野田の物流について古文書や統計から調査し、埼玉県東
部地区文化財担当者会にて発表した。
○ばっぱか獅子舞に関する清水・渡辺家の伝書調査　元禄 6年の獅子舞伝書について同家を訪問し撮
影と計測、伝承の聞き取り調査などを実施した。
○「読んでみました野田の古文書」展にともなう古文書等の調査　自主研究グループ野田古文書仲間と連
携し、岩名・真光寺所蔵の高札の解読調査、保木間・寺田家の往来物調査などを行い、展示内容に反映
させた。

キャリアデザインの調査研究
○「野田と災害」展にともなう関係者のキャリア調査　防災や消防の関係者への聞き取りなどを行い、特
別展の展示及び図録に反映させた。
○「陶芸～土に込めた想い～」展にともなう市民のキャリア調査　出品者 108 人に、陶芸を始めたきっ
かけや、自分のキャリアにおける陶芸への想いや考え方に関する聞き取り調査を行い、各自がキャリア
を振り返る機会とすると共に、その内容をパネル化して展示し、展示解説等に活用、世代間交流や相互
理解の促進に努めた。
○「読んでみました野田の古文書」展にともなう野田古文書仲間へのキャリア調査　同会のメンバー 10
名が、古文書に取り組んだ契機や、今後の目標について学芸員とともに振り返り、展示内の自己紹介コ
ーナーに反映させた。

講演・講座等への協力 ※館主催事業（講座）、業務外の活動は省く。

研究報告等の執筆  ※業務外の活動を含む。

○田尻美和子
「『公立博物館をNPOに任せたら』刊行にあたり～現場の学芸員として思うこと～」日本博物館協会「博
物館研究」５月号
「野田市郷土博物館特別展「野田と災害～今、私たちにできることを考える～」から見えたこと」ミュゼ
102 号、アム・プロモーション、2012 年 12 月
○佐藤正三郎
「市民による古文書の解読・調査・展示～野田古文書仲間の奮闘～」ミュゼ103号、アム・プロモーション、
2013 年 3月
「一八世紀出羽庄内藩における家中奉公人徴集制度の展開」千葉史学 60号、 2012 年 5月
「出羽庄内藩における武家奉公人徴集制度　寛政期の家中奉公人徴集をめぐる家中と村方」地方史研究議

調査研究事業
事業区分：委託事業　

内容：指定管理者NPO法人野田文化広場の活動と学芸員の仕事についての講演。

9月14日 ボランティアサークルほのぼの会での講演 学芸員 田尻場所：野田市NPO・ボランティアサポートセンター
内容：学芸員の案内で博物館・市民会館の案内し、博物館の利用・博学連携に関する説明会を実施。

7月27日 野田市新規採用学校教職員研修の案内解説 学芸員  佐藤・大貫場所：博物館・市民会館
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会編『出羽庄内の風土と歴史像』、雄山閣、2012 年 10 月
○大貫洋介
「第Ⅵ章　博物館資料の製作」　青木豊編『人文系博物館資料論』、雄山閣、2012 年 8月

市民つどいの間での所蔵図書の公開
例年同様、図録及び郷土資料図書を閲覧に供した。また、キャリアデザインやまちづくり、博物館学に
関する書籍を購入、寄贈などの手段により収集、配架した。関東と大学の定期刊行物など約 2,400 冊の
簡易目録を作成し、公開の準備を行った。随時、学芸員が対面、電話、メールによるレファレンスサー
ビスを行った。

フィルムコミッション
市民会館にてドキュメンタリー映画 1件の撮影が行われた。また、CM、ドラマ、映画の撮影など 4件
の問い合わせ、現地視察があり、情報の提供を行った。

資料閲覧
展示していない当館所蔵資料のうち、閲覧の申請があった 35件について資料を収蔵庫から出し閲覧に
供した。

資料館外利用

写真や画像等の利用
当館所蔵資料の写真や画像等の利用 28件について申請を受理した。

公開事業
事業区分：委託事業　

貸出先：松戸市立博物館　　　　　
虎綱（資料番号 652） 1点 4月 1日～ 3月 31 日

目的：常設展での展示のため　　　　　　　　

貸出先：春日部市郷土資料館　　　
鶏形埴輪（資料番号 4105）等 ３点  7 月 11 日～ 9月 13 日

目的：「古墳時代の祈り～内牧塚内古墳群と武蔵・下総の埴輪～」の展示のため

貸出先：八潮市立資料館
関東河絵図（資料番号 2517） 1点 8月 9日～ 10月 6日

目的：企画展「治水～河川改修と用水開削～」にて展示のため

貸出先：関根名人記念館　　
色紙「難局は厳しき恩師なり」（資料番号 7669） 1点 9月6日～平成27年3月31日

目的：関根名人記念館での展示のため

貸出先：千葉県立関宿城博物館
コンプラ瓶（資料番号 2363）等 9点 9月 26 日～ 12月 7日

目的：企画展「醬油を運んだ川の道　～利根川・江戸川水運盛衰～」の展示のため

貸出先：野田市立北部小学校
昆虫標本（資料番号 7938）等 10点 1月 21 日～ 1月 25 日

目的：自然観察クラブに所属する児童の見学・観察のため

貸出先：川越市立博物館
関東河絵図（資料番号 2517）等 3点 3月13日～平成25年5月22日

目的：企画展「新河岸川舟運と川越五河岸のにぎわい」の展示のため
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常設展示

野田に生きた人々の生活と文化
場　所：博物館 2階展示室

時代、（３）企業城下町の誕生と樽作り、（４）昭和期の農業と生活というテーマで紹介している。
　本常設展示は平成 22 年度にリニューアルをしたものである。本年度は資料と展示状態のメンテナン
スなどを行った。

収蔵品特別展示

四代勝文斎作押絵行灯（2点）
期　間： 5 月 6日（日）～ 20日（日）
会　場：博物館 1階展示室

全て各都道府県にゆかりのある歌舞伎の一場面であり、当時の人気役者の似顔絵が描かれている。また、
開口部には河鍋暁斎や川端玉章など著名な画家の絹絵が嵌め込まれている。全国にも類例を見ない貴重
な美術品であるが、資料保存のため常時公開することができない。そのため平成 8年より、所蔵してい
る全 41点の押絵行灯から毎年 2点ずつ収蔵品特別展示として期間を区切り公開している。今年度は「市
川団十郎の荒木又右衛門（三重県）」、「尾上多賀之丞の那須野狐（栃木県）」を公開した。

１．展示内容
　対象とする時代を醤油醸造業が本格的になる近世中期
（18 世紀）から 1950 年代までとし、野田の特徴や主要コ
レクションを（１）江戸時代、（２）醤油づくりの道具と明治

１．展示内容
　当館所蔵の「押絵行灯」は、明治の押絵細工の名手として
知られる四代勝文斎の作品である。前面に施された押絵は

展示事業
事業区分：委託事業　
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１．目的
　本企画展では例年、小、中学生を主な対象に、野田の歴史を旧石器時代から現代まで、人々の生涯と
文化に焦点をあてて紹介してきた。昨年度に引き続き、課題としている「収蔵資料の公開」のために、当
館の新収蔵品を本展覧会の中で展示し、博物館の資料収集活動の啓発とするとともに、時代や暮らしの
変化について考える機会とした。

２．展示内容
　例年同様に旧石器時代から古代・中世までを考古遺物をもとに展示した。さらに、展示室北側半分を、
新収蔵品コーナーと位置づけて、平成 23年度に新たに収蔵した資料を公開した。

（１）　旧石器時代から中世までの生活と文化
　石器、土器、埴輪等の出土遺物を展示し、人々の暮らしと文化につながる解説パネルで説明をした。
解説パネルでは、各時代の一般的な説明のほかに「黒曜石の道」や「土器の修復」といったトピックパネル
を付した。
（２）　新収蔵品コーナー
　平成23年度のすべての寄贈申込に対して1点以上の資料を展示した（これまでに展示実績がある資料
を除く）。また、調査目的以外の購入資料を展示した。展示資料は「商売と産業の品々」や「河川に関わる
品々」などに分類し、当館が野田に関わるどのような資料を収集しているかが来館者に伝わるようにした。

展示事業
企画展

野田に生きた人々　その生活と文化　2012
会　期：４月７日（土）～６月 25日（月）
会　場：博物館１階展示室
開館時間：９時～ 17時
入館料：無料
入館者：6,704 人

事業区分：委託事業

資料名
尖頭器　2点
石器　11点
尖頭器と削器　4点
石器　8点
打製石斧
磨製石斧
石匙
石鏃　5点
深鉢形土器
片口付深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

（出土地名）
寺後遺跡
槙の内遺跡
三ツ堀遺跡
本郷遺跡A地点
東金野井貝塚
北前貝塚
勢至久保遺跡
東金野井貝塚
勢至久保遺跡
稲荷前遺跡
目吹新立貝塚
槙の内遺跡

所蔵者
当館蔵（資料番号7119）
当館蔵（資料番号7118）
当館蔵（資料番号7120）
当館蔵（資料番号7117）
当館蔵（資料番号7123）
当館蔵（資料番号7122）
当館蔵（資料番号7128）
当館蔵（資料番号7127）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7131）
当館蔵（資料番号7071）
当館蔵（資料番号7132）

備考（年代、寄贈者）
旧石器時代
旧石器時代
旧石器時代
縄文時代草創期
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代早期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代前期

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者・寄贈者は敬称略

代
時
文
縄

旧石器
時代
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資料名
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
鉢形土器
注口土器
注口土器
注口土器
注口土器
異形台付土器
鉢形土器
ミミズク形土偶
ミミズク形土偶
ミミズク形土偶
耳栓
耳飾
耳飾　2点
貝塚断面模型
写真（土器の修復）
壺形土器
壺形土器
壺形土器
壺形土器
紡錘車　2点
浅鉢形土器
琴柱形石製品
臼玉
有孔円板　4点
菅玉　2点
剣形品　9点
勾玉　4点
紡錘車
直刀
鉄剣
竪穴式住居模型
小型壺
小型壺
直口壺
壺形土器
装飾壺
甑
台付甕
高坏
坩
二連壺
器台形土器
鉄鎌
長胴甕
甕
甑
馬形埴輪
円筒埴輪
円筒埴輪
円筒埴輪
朝顔形埴輪
人物埴輪
人物埴輪
人物埴輪
人物埴輪

番号
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71

（出土地名）
槙の内遺跡
中野台貝塚
野田貝塚
香取原貝塚
東金野井貝塚
野田貝塚
香取原貝塚
岩名貝塚
山崎貝塚
野田貝塚
山崎貝塚
野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
東金野井貝塚
野田貝塚
野田貝塚

宝蓮坊遺跡
宝蓮坊遺跡
寺後遺跡
勢至久保遺跡
西山遺跡
宝蓮坊遺跡
上野馬込遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
宮前遺跡
香取原古墳群
香取原古墳群

中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
堤台松山遺跡
三ツ堀遺跡
桜台遺跡
堤台松山遺跡
北大和田Ⅲ遺跡
北大和田Ⅲ遺跡
丸山遺跡
寺後遺跡
ボタモチ山遺跡
南大和田遺跡
南大和田遺跡
南大和田遺跡
流山市内
香取原古墳群
香取原古墳群
香取原古墳群
香取原古墳群
門倉公園前遺跡
東深井古墳群
東深井古墳群
東深井古墳群

所蔵者
当館蔵（資料番号7133）
当館蔵（資料番号7140）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号1035）
当館蔵（資料番号2855）
当館蔵（資料番号7138）
当館蔵（資料番号1039）
当館蔵（資料番号2550）
当館蔵（資料番号7141）
当館蔵（資料番号7139）
当館蔵（資料番号3424）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7129）
当館蔵（資料番号7126）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号3364、3365）
当館蔵（資料番号2699）

野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7135）
当館蔵
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7136）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7114）
当館蔵（資料番号7110）
当館蔵（資料番号7113）
当館蔵（資料番号7111）
当館蔵（資料番号7112）
当館蔵（資料番号7108）
当館蔵（資料番号1113）
当館蔵（資料番号1112）
当館蔵（資料番号38）
当館蔵（資料番号41）
当館蔵（資料番号42）
当館蔵（資料番号43）
当館蔵（資料番号6934）
当館蔵（資料番号6966）
当館蔵（資料番号6938）
当館蔵（資料番号7102）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7328）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号50）
当館蔵（資料番号1086）
当館蔵（資料番号1087）
当館蔵（資料番号1088）
当館蔵（資料番号6986）
当館蔵（資料番号4102）
当館蔵（資料番号2266）
当館蔵（資料番号2267）
当館蔵（資料番号4103）

備考（年代、寄贈者）
縄文時代前期
縄文時代中期
縄文時代晩期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代晩期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代後晩期
縄文時代後晩期
縄文時代後晩期
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代

弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代後期
古墳時代前期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期

コーナー

代
時
文
縄

輪
埴
と
墳
古

代
時
生
弥

代
時
墳
古
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資料名
魚形埴輪
鶏形埴輪
壺形土器
壺形土器
長頸壺
長頸壺
坏「十上」
埦
支脚
鉄鎌　2点
岡部康綱黒印状
岡部氏掟書写
岡部氏諸役免許状
料亭朝日屋の食器類　
ホーロー看板「野田市商店街連合会」
ホーロー看板「コカコーラ」
半纏
野田醤油生活協働組合集録
千葉県醤油銘醸地視察報告
山崎式水圧機並圧搾装置カタログ
醸造及設備
ヤマサ醸造場写真帖
日本醤油醸造株式会社第壱工場一覧
キッコーブ繁田醤油写真等
醤油ラベル類　8点
バルブ　2点
キッコーマン印陶器製醤油一升瓶
下総国葛飾郡関宿西高野村桜井家文書
萬事村内悪敷事定帳
伊勢神宮の御札及び暦の配布通知文
御札と暦の模造品への注意
伊勢暦
現代の神宮の御札一式
評定所宛村方訴状写
上花輪・松本家文書
古布内村新敷坪水神講文書
仲町世話人記録簿
絵はがき「野田第一公園及聚楽館」
絵はがき「清水公園」
絵はがき「野田町愛趣園及延命館」
絵はがき「野田朝日ヶ岡」
絵はがき「野田小学校」
絵はがき「野田高等女学校」
絵はがき「野田愛宕神社」
絵はがき「野田勝軍地蔵尊」
絵はがき「野田醤油株式会社　第十七工場」
絵はがき「野田醤油株式会社本店」
絵はがき「野田町役場　事務室」
絵はがき「野田橋」
絵はがき「野田本町通り・江戸川岸の醸造蔵」
絵はがき「野田水道貯水塔」
房総小観
廣瀬誠一郎伝
利根川及江戸川未曾有の大洪水
利根川改修工事竣功記念絵はがき　5点
くけ台
ネズミ捕り
垜枕
5円硬貨　2点

番号
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130

（出土地名）
東深井古墳群
東深井古墳群
堤台松山遺跡
堤台松山遺跡
二ツ塚古墳群
二ツ塚古墳群
南大和田遺跡
鹿野第2遺跡
鹿野第2遺跡
鹿野第2遺跡

所蔵者
当館蔵（資料番号4104）
当館蔵（資料番号4105）
当館蔵（資料番号6934）
当館蔵（資料番号6935）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7106）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市立興風図書館
野田市立興風図書館
野田市史編さん担当
当館蔵（資料番号8468）
当館蔵（資料番号8392）
当館蔵（資料番号8393）
当館蔵（資料番号8482）
当館蔵（資料番号8461）
当館蔵（資料番号8490）
当館蔵（資料番号8441）
当館蔵（資料番号8457）
当館蔵（資料番号8502）
当館蔵（資料番号8450）
当館蔵（資料番号8497）
当館蔵（資料番号8498）
当館蔵（資料番号8389）
当館蔵（資料番号8460）
当館蔵（資料番号8424）
当館蔵（資料番号8424）
当館蔵（資料番号8424）
当館蔵（資料番号8424）
当館蔵（資料番号720）
野田古文書仲間
当館蔵（資料番号8487）
当館蔵（資料番号 8427）
当館蔵（資料番号8426）
当館蔵（資料番号8480）
当館蔵（資料番号8488）
当館蔵（資料番号8509）
当館蔵（資料番号8488）
当館蔵（資料番号8509）
当館蔵（資料番号8390）
当館蔵（資料番号8390）
当館蔵（資料番号8491）
当館蔵（資料番号8390）
当館蔵（資料番号8496）
当館蔵（資料番号8492）
当館蔵（資料番号8496）
当館蔵（資料番号8488）
当館蔵（資料番号8504）
当館蔵（資料番号8448）
当館蔵（資料番号8489）
当館蔵（資料番号8452）
当館蔵（資料番号8425）
当館蔵（資料番号8451）
当館蔵（資料番号8458）
当館蔵（資料番号8404）
当館蔵（資料番号8474）
当館蔵（資料番号8453）

備考（年代、寄贈者）
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代
古墳時代
古墳時代
古墳時代
9世紀
10世紀前半
10世紀前半
10世紀前半
文禄2年（1592）
文禄4年（1594）
慶長3年（1598）
竹本赫子寄贈
大澤一秋寄贈
大澤一秋寄贈
矢部典子寄贈
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
国分株式会社寄贈
個人寄贈
購入
購入
購入
購入
購入

松本富夫寄贈
松本邦雄寄託
石田年子寄贈
斉藤幹雄寄贈
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
荒井三男寄贈
小島久子寄贈
竹本赫子寄贈
小島武志寄贈

コーナー
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３．関連事業
」！うろくつを玉勾・ーリサセクアの代古「 室教験体もど子○

実施日：5月 5日（土・祝）10時～ 12時　
内　容：古代の生活や文化を学芸員が説明した後、勾玉の実物を観察しつつ、滑石を用いて勾玉を作成
した（詳細は58ページも参照）。

」～活生の昔大る眠に中の土～るす掘発を田野「 座講屋子寺○
事業区分：自主事業
実施日：6月 3日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連づけて、企画展に関連し、第 87回の芸道文化講座に講師を野田市教育委員会社
会教育課学芸員の星野保則氏にお願いし、出土遺物の分析によって判明した、昔の野田の人々の交流の
様子などについてお話いただいた（参加者などは寺子屋講座の項に掲載）。

４．振り返り
展示内容　展示室南側の旧石器から中世までの通史コーナーは、小学校の歴史学習を意識しているた
め、例年からの大幅な展示物の変更は行っていないが、市内では 2例目の出土となる「鉄鎌」や、天正
から慶長にかけて野田を治めた岡部氏に関わる「岡部氏諸役免許状」など、新たに見つかった資料を取り
入れて新鮮味を加えた。また、以前より来館者より質問を受けることが多かった土器の修復に関する
コーナーを設け、合成樹脂を使った修復の過程を写真パネ
ルとスライドショーで示した。昨年度より展示室北側を
使って始めた新収蔵資料の公開では、テーマごとに資料を
分類したことで、当館の資料収集の指針を来館者に伝える
ことができた。
　毎年の課題として、小中学生の歴史学習に対応する内容
で実施しているにも関わらず、小中学校からの来館がほと
んどないことがあげられる。歴史学習を目的とした事業は
市教育委員会の社会教育課でも行っており、同課の出前

資料名
足袋
掛時計
背負い篭
万石通し
ちゃぶ台
ドウコとヒバチ
張板
裁板
階段箪笥
野田市消防団第一部団旗
上花輪・中山家文書　
旧式機関車（戦前版）
関宿町誌
棋道半世紀
水桶
箏
箏爪
碁石
櫻田精一「春耕」

番号
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149

出土地名 所蔵者
当館蔵（資料番号8454）
当館蔵（資料番号8541）
当館蔵（資料番号8418）
当館蔵（資料番号8421）
当館蔵（資料番号8429）
当館蔵（資料番号8434、8435）
当館蔵（資料番号8469）
当館蔵（資料番号8470）
当館蔵（資料番号8481）
当館蔵（資料番号8510）
当館蔵（資料番号8507）
当館蔵（資料番号8456）
当館蔵（資料番号8506）
当館蔵（資料番号8505）
当館蔵（資料番号8476）
当館蔵（資料番号8465）
当館蔵（資料番号8466）
当館蔵（資料番号8535）
当館蔵（資料番号8542）

備考（年代、寄贈者） コーナー

土器の修復の過程の紹介
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清治順一寄贈
長崎修寄贈
遠藤清美寄贈
遠藤清美寄贈
今成登志男寄贈
青木晴男寄贈
竹本赫子寄贈
竹本赫子寄贈
矢部典子寄贈
荒巻眞一寄贈
中山行雄寄贈
購入
購入
購入
竹本赫子寄贈
竹本赫子寄贈
竹本赫子寄贈
渡邉典子寄贈
購入



　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（44～48ページ）を参照。

授業には多くの小学校から申し込みがあるという。一方で
当館では近年、冬に「昔のくらし」の単元での団体見学依頼
が増えており、館蔵資料を使った昭和 30年頃までの生活
道具の体験学習も好評を博している（詳細は学校見学対応
の項も参照）。博物館と社会教育課の双方で同じような事
業を開催するよりも、博物館では学習指導要領に合わせ、
学校対象の企画展の開催時期を冬として、昔のくらし学習
に重点を置いた方が、多数の利用と効果的な学習の機会の
提供が見込まれると考えられる。

関連事業　当館では大型連休に集客が伸び悩む傾向があ
る。そのため敢えて勾玉作りの講座を 5月の連休に企画
し、親子連れの来館をねらいとした。夏休みのように参加
者が集まることはやはりなかったが、今後も継続し、口コ
ミの波及に期待したい。また、展示構成が小中学生を対象
としているため、より詳しく知りたいという来館者のため
に寺子屋講座の講師を考古を専門とする社会教育課の学芸
員に依頼した。座学だけでなく実際に展示室を巡りながら
解説をしてもらったことで、参加者からは多くの質問が出
ており、一定の効果があったと思われる。

来館者の反応　印象に残った展示物として展示資料の中で
は、昔の商店の広告や醤油ビン、生活道具などを見て昔を
懐かしむ声が聞かれた。また、新収蔵品のキャプションが
分かりやすかったという声がある一方で、考古遺物につい
ては時代ごとの解説パネルで大きな流れをつかんでもらう
ことに重点を置いているため、土器や石器の細かい解説が
不足しているという意見もあった。

新収蔵品コーナー
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１．目的
　市民アート展は、学芸員がテーマを決め、それをもとに市民が制作した芸術作品の公募を行い、展示
を行う。市民の創作活動の成果である作品を作者やその想いとともに紹介することにより、制作意図や
始めたきっかけ、アートへの想いなどを市民に知っていただきたき、アートをより身近に感じてもらう。
芸術による市民同士の新たな交流を図ることや、芸術文化の高揚に繋げることを目的とした新しい試み
である。
　第１回の市民アート展となる今回は陶芸をテーマとし、市民から募集した花器や食器、人形やランプ、
オブジェ等の陶芸作品を展示した。

２．展示内容
　市内在住、在勤、市内を拠点に活動を行う個人から公募によって集められた作品をジャンルごとに分
け、作者の作品や陶芸に対する想いのコメントや、教室等での活動風景の写真とともに展示した。また、
陶芸作品ができるまでの様子を工程ごとの実物や写真とともに紹介し、陶芸に馴染みのない人にも作陶
の流れが伝わるようにした。

（１）　花器・食器・酒器
　花瓶や花入れなどの花器類、皿や鉢、小鉢等の食器や徳利等の酒器類を、パネル化した作者のコメント
と活動風景の写真とともに展示した。
（２）　オブジェ・装飾品・ランプ
　人形やリースなどのオブジェや装飾品を、パネル化した作者のコメントと活動風景の写真とともに展示
した。また、電飾が組み入れられたランプは、来館者がケース外のスイッチから点灯させることができる
ようにした。
（３）　実用品
　ティッシュケースや蚊取り線香入れ、灰皿等の実用品を、パネル化した作者のコメントと活動風景の
写真とともに展示した。
（４）　陶器ができるまで
　陶器が出来上がるまでの各工程を、段階ごとの写真や実物とともに紹介した。実物は来館者が実際に
触れることができるようにし、工程ごとの陶器の質感の違いを体感できるようにした。

展示事業
企画展・市民アート展

陶芸 ～土に込めた私の想い～
会　期：7月 7日（土）～ 10月 1日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時 ～ 17時
入館料：無料
入館者：8,642 人

事業区分：委託事業
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展示資料一覧
資料名
日本精神
偲ぶ
残雪
花器
ハートブレイク
花器
花器
花籠
花器
焼締窯変花入
瑠璃玉花瓶
花器
古代譜
花瓶
花器
白磁花入
花入れと木の実入れ
花びん
三号炉
花器
花器
花瓶　天空
花活け
花器　和紙の香り
花器
花の筒
花瓶
集い
花瓶
弦付三ツ足編み飾壺
春夏秋冬
鉄赤花入れ
花器・他積層陶器
総織部花器
呉須めだか皿
皿
風花皿
大皿　油滴天目
萩皿
灰釉沓鉢
夏の涼風
染付タタラ草花紋鉢
果物鉢
盛鉢
信楽赤土草文鉢
蕎麦釉かけ流し紋大鉢
流紋花器風雪
共鳴
花器　五色練込み
練上皿と壺
織部四角花生
向日葵
花入れ　つるかご
花器　天空
思い出
おくやまに
緋色二耳蓋付角器
リース
空

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

作者
志水　秋由
三好　照子
三好　勉
和泉　愛子
秋元　由美
増田　汎子
増田　功
秋元　美江
宮田　ヒサノ
郡　万作
田中　靖啓
渡邉　敏子
宮根　園枝
富田　正義
増田　貞子
萩原　千春
萩原　伸
岡部　三枝子
深田　正弘
吉村　静江
千葉　淳子
関根　博人
大槻　美和子
佐藤　ヨシ子
谷山　ヒサ子
保登田　英夫
岩瀬　章
石原　幸子
内藤　善和
藤本　泰樹
泰楽　春子
飯塚　恵子　
駒形　辰幸
中村　晋也
三浦　侃
鈴木　英子
中村　かほる
高井　キミ子
白井　敏治
相羽　勝幸
高木　靭生
遠藤　礼子
金野　治雄
鴇田　髙志
青木　恒
逆井　由夫
遠藤　美代子
金井　伸弥
吉田　喜代子
大塚　正吽
外山　節子
野呂　知子
粥川　洋子
森谷　文子
福田　澄繪
小林　八重子
鈴木　久
伊豆川　節子
萩原　朋子

コーナー

※作者は敬称略
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資料名
向付　ひょうたん
染付　葛尽し茶碗
丸型フタもの
お抹茶茶碗
抹茶茶碗
青磁足付皿
和皿
サンマ皿
網目梅文小鉢揃
夫婦茶碗
急須
土瓶
黄瀬戸風船 文大皿
染付　華文揃皿
銘々皿
果物台鉢
カップ&ソーサー
飛カンナ文中鉢
均窯釉蓋物
酒器
酒器セット
織部酒器
信楽　焼〆　徳利　ぐい飲み
雑器
酒器
炭化木の葉文ジョッキ
フクロウ親子
にじのあかり
夢の結婚式
ランプシェード
プラネタリウム
花が咲いたランプシェード
ティッシュケースカバー
ハート型灰皿
南瓜の蚊取り器
香炉
蓋物　田子の浦
守り神とその弟子
文房飾り
遊び過ぎた靴
愛犬コロ
かぼちゃの花器
夏遊び
金魚
ふくろうの置物
中国の俑を模して
おやつ
河童のおまつり
太陽に向かって
金婚式
花器（乾燥）
花器（素焼き）
花器（完成）

番号
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112

作者
米原　節子
玉澤　美紀
村川　勝彦
吉岡　清香
徳永　恭子
筵平　廣之輔
早川　美香　
福嶋　栄美子
大塚　正子
小松　翼男
川西　眞知子
大上　綾子
松本　伸一
金井　直美
三井　克子
豊田　典男
大滝　幸子
福ヶ迫　又一郎
田中　良明
遠藤　実知人
白川　悦子
大竹　充俊
谷中　正一
田島　斗南男
古山　好夫
深見　功一
板橋　恵美子
原田　和子
新島　光子
槇　泰江
吉田　ひろこ
長沼　良子
石山　恵子
渡辺　藍那
井上　よし子
宮田　和子
春野　由紀
土橋　静枝
小澤　信隆
川上　恵三子
富田　茂子
白石　未映子
白井　きみ子
新島　英五
渡野辺　紀子
伴　清子
長谷川　和夫
粥川　繁機
筵平　桃太郎
吉岡　忠介
金井　伸弥
金井　伸弥
金井　伸弥

コーナー

３．関連事業
○ミュージアム・コンサート「癒しの音色」
実施日： 7 月 29 日（日）　14時～ 15時
内　容：企画展に関連し、かれんオカリナクラブの協力のもと、陶器製の楽器「オカリナ」のコンサート
を実施した（詳細は65ページ参照）。

プ
ン
ラ

陶器が
できるまで

品
用
実

器
酒

器
食
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活動をしている方、プロの陶芸作家と多彩なものとなった。また、バラエティに富んだ作品による華
やかな展示にすることができ、出品者からも、創作意欲が湧いた、参加してよかったといった声が聞か
れた。どの程度の参加者が集まるかは当初から未知数の部分であり、結果的に展示室のキャパシティを
限界まで使用し、なんとか全作品を全会期中に展示することができた。今後市民アート展を行う際は、
テーマ選定の際にそのテーマで活動を行っている人がどの程度おり、出品数をどう見極めるかが課題と
なる。

来館者の反応　109 点という点数の多さはもちろん、1点 1点の作品の質の高さに多くの驚きの声が寄
せられた。また、作品だけでなく、作者のコメントや写真を評価する声も多く聞かれた。陶芸をしてい
る人からは創作意欲が湧いたという感想が、陶芸に馴染みのない人からは、自分も陶芸に挑戦してみた
いといった感想が聞かれ、アート展の開催が市民の創作活動に寄与したことが伺えた。一方、陶芸教室
やその場所、概要を知りたいといった要望も多く寄せられたが、今回はあくまでも個人単位の公募とし
たため、教室の紹介は行わなかった。ただし、作者のコメントの中に主な活動場所が紹介されているこ
とが多かったため、野田にたくさんの陶芸教室があることをはじめて知った、といった声も多く聞かれ
た。その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（44～48 ページ）を参照。

○寺子屋講座
「陶芸家を夢みて ～なりたい自分になるために～」
事業区分：自主事業
実施日：8月 19 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連し、芸道文化講座として、出品者で
陶芸作家の金井伸弥氏に自身のキャリアについてお話いた
だくとともに、作陶の実演を行った（参加者などは寺子屋
講座の項に掲載）。

○五感で愉しむ　陶芸の日
実施日：9月 8日（土）、10時 30 分～ 15時 30 分
場　所：博物館展示室 1階、市民会館松竹梅の間
参加費：300 円
参加者：153 人
内　容：野田市茶道協会の協力のもと、企画展出品者の作
品で抹茶と菓子をいただく茶席を設けるとともに、出品者
によるギャラリートークを実施し、出品者や来館者の交流
の機会とした。

４．振り返り
展示内容　初めての市民アート展ということもあり、出品
者はほぼ全員が公募展や博物館活動への初めての参加で
あった。結果的に、当初の予想を大幅に上回る 109 人の
市民が自慢の作品を出品してくださった。出品者の顔ぶれ
も 5歳の子ども、定年後の趣味として陶芸を習い始めた
方から、仲間とともに一から自分たちの工房を立ち上げて

五感で愉しむ　陶芸の日
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１．目的
　特別展は学芸員の調査研究にもとづいて野田に関する学術的な展示を行う。また、展示に関連した
講演会等を行い、地域を深く知る機会とする。
　本展示は、東日本大震災をきっかけとして、震災をはじめとする災害に対する関心が高まっている
ことを受けて、当館の特別展としては初めて「災害」をテーマに開催した。野田地域における災害から、
立ち直る、あるいは立ち向かうために、人々が行ってきたさまざまな対処や身を守るための工夫につ
いて歴史資料を通して学んだうえで、現代社会に生きる私たちが、自分の身を守る（自助）ための必要
な情報と知識を得、危機意識を高めることをねらいとした。また、災害大国にあって、防災・減災に
向けた、あらゆるコミュニティレベルでの「共助」や、行政の「公助」について考える機会とした。

２．展示内容

（１）　野田で起こったさまざまな災害
　江戸時代後期から現代までの、野田地域における水害、飢饉と疫病、大火、地震を古写真や古文書等
を使って紹介し、当地の人々にとっての自然災害のリスクを知らせるものとした。
（２）　災害と向き合う
　野田の人々が過去にどのように災害に向き合ったのかということを、祭礼祈祷、飢饉救済、消防団と
いう 3つの野田の民の力の視点から取り上げ、写真パネル、拓本、実際の消防器具や関連資料で説明
した。
（３）　災害に備える～野田の防災　昔と今～
　昔の人々の知恵や対策と比較しながら、今私たちにできることは何かということを考えるため、避難、
備え、ボランティア、自主防災組織、防災訓練、普及啓発、メディアという切り口でパネルを作成し資
料や非常時持出品のハンズオンとともに展示した。パネルは子どもにも分かりやすい言葉や内容となる
よう留意した。コーナーの最後には、来館者からの意見や感想の掲示スペースを設けた。

展示事業
特別展

野田と災害 ～今、私たちにできることを考える～
会　期：10月 13日（土） ～12月 10日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時 ～17時
入館料：無料
協　力：野田市／野田市消防団／千葉県防災危機管理部
入館者：5,972 人

事業区分：委託事業
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展示資料一覧
資料名
利根川・江戸川周辺の立体地図
江戸川沿い今上村周辺絵図
写真（諸記録）
総州関宿城図
パネル「千葉県と野田市における明治の主な水害とその被害状況（明治）」
諸用留
邑鑑
乍恐以書付奉願上候
水入ニ付見舞帳
浸水ニ付見舞受納簿
水塚模型
パネル「水塚の図面と分布図」
パネル「千葉県と野田市における明治の主な水害とその被害状況（昭和）」
明治四十三年八月洪水報告
利根川改修工事概要
絵はがき　利根川改修工事竣工記念
写真（野田醤油株式会社第12工場前の堤防から見た江戸川）
写真（濁流）
写真（崩れ落ちた野田橋）
写真（洪水のために水防工事を行った堤防）
利根川及江戸川未曽有の大洪水
利根川流域大洪水写真帖
利根川増補工事計画概要
パネル「声　昭和10年の洪水の思い出　桝田廸子さん」
写真（江戸川改修工事　中野台地先）
写真（野田町　キャサリン台風による浸水）
写真（野田町地先無堤地氾濫状況）
写真（浅間山噴火供養塔）
写真（十王堂）

パネル「江戸時代の４大飢饉」
諸御役所指上候書付之控
三ツ堀村百姓飢人夫食願書
八幡神鬼退治図絵馬　
コレラ予防のため掃除励行につき達
千葉県からの広告
組長心得
川間村要記
写真（文政4年大火犠牲者の墓碑）　
写真（柏屋邸内の琴平神社）
パネル「醤油醸造絵馬」
野田尋常高等小学校　明治40年度日誌
近火見舞控
火災状況報告書下書
壱号金銭判取簿
写真（昭和初期の本町通り（上町））
パネル「明治後半の野田・
　　　　　本町通り絵地図」（部分）
パネル「野田市の火災発生件数　昭和26年～平成23年」
パネル「千葉県における近世以降の主な地震とその被害状況」
写真（野田市内　倒壊した建物）
写真（被災した野田醤油株式会社第10工場）
写真（被災した野田醤油株式会社第17工場）
宿直日誌
学校長日誌
計測震度計
パネル「津久舞」
パネル「ばっぱか獅子舞」
パネル「下根獅子舞と棒剣術」

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57

文書群等

野田・茂木佐平治家文書
関宿台町・會田家文書

今上・松本三左衛門家文書
今上・松本三左衛門家文書 
今上・田中吉右衛門家文書
西高野・櫻井家文書 
西高野・櫻井家文書 

中里・染谷静男家文書

今上・松本三左衛門家文書
三ツ堀・増田家文書

東金野井・遠藤大治郎家文書　
三ケ尾・金剛寺家文書
東金野井・遠藤正幸家文書
中里・染谷静男家文書

野田・矢部家文書　
野田町郵便関係文書
野田・中川仲右衛門家文書
　　　　　　　　 
飯島昌作図

　　　　　　　　 

コーナー

※所蔵者・提供者は敬称略

所蔵者・提供者
江戸川河川事務所
茂木佐平治
千葉県立関宿城博物館寄託
国立国会図書館

当館蔵（資料番号 3053）
当館蔵（資料番号 3053）
当館蔵（資料番号 7767）
当館蔵（資料番号 8424）
当館蔵（資料番号 8424）
千葉県立関宿城博物館
千葉県立関宿城博物館　常設展示図録所収

当館蔵（資料番号 8494）
当館蔵（資料番号 7429）
当館蔵（資料番号 8451）
当館蔵（資料番号 5834）
茂木佐平治
茂木佐平治
当館蔵（資料番号 5834）
当館蔵（資料番号 8425）
当館蔵（資料番号 6261）
当館蔵（資料番号 8039）

江戸川河川事務所
江戸川河川事務所
江戸川河川事務所
野田市木間ヶ瀬出洲・水神社
当館蔵

当館蔵（資料番号 3053）
慶應義塾大学文学部古文書室
古布内八幡神社
野田市史編さん担当
当館寄託（資料番号 734）

当館蔵（資料番号 6261）
安心坊

当館寄託（資料番号2665）
野田市立中央小学校教育史料館
当館蔵（資料番号 8485）
当館蔵（資料番号 2625）
中川喜介

『岩吉どん九十一年の生涯』所収

当館蔵（資料番号 5835）

江戸川河川事務所
野田市立中央小学校教育史料館
野田市立中央小学校教育史料館
気象庁

野田市教育委員会社会教育課
野田市教育委員会社会教育課

害
水
と
運
舟
川
河

と
域
市
田
野

震
地

備考（年代）

安政4年
江戸時代末期
安永3年以降

江戸時代後期
江戸時代末期
慶応2年
明治23年
明治29年

明治43年
昭和2年頃
昭和5年
昭和10年9月26日
昭和10年9月

昭和10年
昭和10年
昭和11年
昭和14年

昭和27年12月5日
昭和22年9月16日
昭和22年9月16日
寛政元年
天明5年11月建立
  写真：昭和40年代

天明3年
天明7年
明治30年
明治11年
明治12年
明治21年
明治40年

天保15年
明治41年
明治41年
明治41年

昭和4年
昭和52年

大正12年
大正12年
大正12年9月25日
大正12年
大正12年

キッコーマン国際食文化研究センター

キッコーマン国際食文化研究センター

野田の
祭礼

火
大
の
代
時
治
明

江戸時代の
大火

の
で
方
地

病
疫

と
饉
飢
大

田
野

キャサリン
台風

画
計
修
改
川
根
利

水塚

33



資料名
拓本「髙梨翁墓碣銘」

」記碑建霊神白木「 本拓
写真（木白神霊碑）
拓本「歉年賑給中死亡五百有余人墓」
写真（歉年賑給中死亡五百有余人墓）
パネル（天保下総国絵図）

））園庭氏梨髙　勝名定指国（ 館史歴輪花上（真写
写真（顕彰碑「髙梨氏救菑記」）
『木白さま物語』挿絵の原画
『郷土の偉人　木白さま物語』
天保飢饉過去帳（写）
絵はがき　野田町愛趣園及延命館
誉の栞
写真（至徳泉）
写真（原泉混々之碑）
写真（愛趣園周囲の土手）
スライドショー「野田で起こったさまざまな災害」
野田町消防組小頭任命書
川間村消防組組頭任命書
野田町消防組規程
写真（野田町消防組金馬簾拝領記念祝賀会）
写真（川間村消防組集合写真）
消防警防
消防団長髙梨小一郎氏の事績
故消防副団長勲六等色川義之助氏の事績
パネル「野田市域の公設消防組の組織改編年表」
野田町消防組組員名簿　二部
パネル「野田町消防組第2部組員役割一覧」
消防組役割簿
消防組の歌
表彰状
香取神社正遷宮大祭記念写真帖
香取神社遷宮祭春日燈籠奉納記念
写真（野田醬油株式会社本店前に勢揃いした各工場の消防隊）
写真（亀甲萬消防隊）
亀甲萬消防隊防火服
亀甲萬消防隊防火帽
刺子半纏「二番組」
野田町消防組第二部防火頭巾
野田町消防組第六部防火帽
写真（野田町消防組組員たち）
写真（消防自動車購入記念）
防火服「関宿町消防団第十分団」
防火帽「関宿町消防団第十分団」
消防半纏「野田市消防団本部」
消防半纏「関宿町消防団第十二分団団員」
礼装用帽子
礼装用ベルト
非常要録
鳶口（長）
鳶口（短）
刺又
消防用ハンマー
水鉄砲  
玄蕃桶　
龍吐水
龍吐水模型
龍吐水図
国産乙号腕用ポンプ

  」組旭「  纏

番号
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117

文書群等

中里・染谷静男家文書

保木間・寺田家文書

関宿台町文書

備考（年代）
安政4年

明治26年

天保9年
天保9年

天保13年

昭和45年
明治19年

明治38年
明治37年
昭和44年11月建立

明治27年
大正12年
大正15年
昭和初期
昭和10年代
昭和前期
昭和46年
昭和51年

昭和3年

大正4年
昭和初期
大正15年
昭和8年
昭和8年
大正9年
昭和29年頃
昭和30年代
昭和30年代

昭和初期
昭和9年10月15日
昭和30年代
昭和30年代
昭和30年代

昭和初期
昭和初期
明治15年

明治初期

昭和初期

コーナー所蔵者・提供者
当館蔵（資料番号 592）
当館蔵（資料番号 601）
西光院
当館蔵（資料番号 594）
安心坊
国立公文書館内閣文庫

上花輪歴史館
当館蔵（資料番号 6421）
当館蔵
長命寺
当館蔵（資料番号 8488）
当館蔵（資料番号 8348）
西光院
西光院
西光院
茂木佐平治、江戸川河川事務所　他
野田市立興風図書館
当館蔵（資料番号6261-B-088-086）
野田市立興風図書館
中川喜介
染谷京子
当館蔵（資料番号6261-A-516）
当館蔵
色川浩司

野田市立興風図書館

野田市立興風図書館
新井敏之
当館蔵（資料番号5851）
当館蔵（資料番号5851）
キッコーマン国際食文化研究センター
キッコーマン国際食文化研究センター
当館蔵（資料番号8592）
当館蔵（資料番号8593）
中川喜介
中川喜介
野田市消防本部
色川浩司
逸見紀一郎
野田市消防署関宿分署
野田市消防署関宿分署
野田市消防本部
野田市消防本部
中川喜介
中川喜介
当館蔵（資料番号8140-1-77）
当館蔵（資料番号4631）
中川喜介
野田市消防署関宿分署
当館蔵（資料番号4632）
当館蔵（資料番号4281）
野田市消防署関宿分署
当館蔵（資料番号2254）
戸田市立郷土博物館
戸田市立郷土博物館
野田市消防署関宿分署
当館蔵（資料番号6661）

済
救
の
家
造
醸

標識器

具
用
火
消

具
用
壊
破

服
衣
防
消

動
活
火
消

へ
団
防
消
ら
か
組
防
消
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資料名
  」郷梅「  纏
  」間川「  纏

野田町警防団第一分団団旗
提灯
半鐘
木槌
手回しサイレン  
パネル「鉄製四角塔火ノ見櫓青図」
写真（野田町消防組第1部　火の見櫓）
せ組出初式絵馬
パネル「声　消防団の今　上原康永さん」
写真（出初式での放水訓練）
写真（出初式での梯子乗り）
写真（野田市水防演習「積み土嚢」）
写真（野田市水防演習「月の輪」）
写真（第2分団　水利点検）
写真（第2分団　器具点検）
パネル「野田市人口と消防団員数の変化」
パネル「野田市内地区別の消防団員1人あたりの人口」
パネル「関宿方面隊　団員数と担当区域の人口推移」
パネル「北方面隊　団員数と担当区域の人口推移」
パネル「中央方面隊　団員数と担当区域の人口推移」
パネル「南方面隊　団員数と担当区域の人口推移」
パネル「各時代の消防組（団）配置」
パネル「災害に備える～野田の防災　昔と今～」
パネル「災害から身を守るために。」
パネル「避難場所、避難をする」
パネル「野田市　洪水ハザードマップ」～北部～
パネル「野田市　洪水ハザードマップ」～南部～
パネル「ボランティア」
パネル「救済の物語を読んでみよう」
パネル「自主防災組織、防災訓練」
パネル「地域の村々全体で非常時に備えました」
パネル「啓発普及」
野田町消防組が発行した防災のビラ　11枚
流行病予防いろは教歌
写真（消防団による町内巡回）
写真（消防署員による救急救命講習）
パネル「メディア」
慶長以来江戸大地震大災番付
太平の御恩沢に云々鯰絵
帝都大震火災系統地図
ガリ版刷のビラ
アルバム
絵はがき　北千住・浅草
パネル「水塚の備え」
柳行李
ちゃぶ台
写真（長持）
パネル「非常時に使うもの」
非常持ち出し品一式
声・掲示板

番号
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169

文書群等 コーナー

３．関連事業
○オープニング・レセプション
実施日：10月 13 日（土）10時～ 11時
場　所：博物館 1階展示室
参加者：38人

団
防
消
市
田
野
の
在
現

器
識
標

所蔵者・提供者
当館蔵（資料番号6662）
当館蔵（資料番号6663）
野田市消防団中央方面隊第1分団
野田市消防署関宿分署所蔵
野田市消防団中央方面隊第1分団
野田市消防団中央方面隊第2分団
当館蔵（資料番号7918）
野田市立興風図書館
茂木玲子
野田市関宿台町香取神社

野田市立興風図書館
当館蔵（資料番号 3664）

当館蔵（資料番号 290）
静岡県立中央図書館
当館蔵（資料番号 8321）
新井敏之
本橋尚徳
当館蔵（資料番号 4271、5794）

当館蔵（資料番号 3496）
当館蔵（資料番号 8429）
当館蔵（資料番号 7897）

備考（年代）
昭和初期
昭和初期
昭和前期

大正末～昭和初期
明治15年

平成24年
平成24年
平成24年
平成24年
平成24年
平成24年

昭和初期
明治19年

江戸時代末期
安政2年
大正12年
大正12年
大正時代
明治43年、大正12年

大正3年以前
昭和初期

・
見
発
災
火

具
用
達
伝
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○寺子屋講座「野田の消防団あれこれ ～第2分団の思い出～」
事業区分：自主事業
実施日：11月 4日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：特別展に合わせて第 92 回まちの仕事人講話を元
野田市消防団 1部団第 2分団長の色川浩司氏に依頼し、

研修旅行など古写真を交えてご紹介いただいた（参加者な
どは寺子屋講座の項に掲載）。

○公開消防訓練・起震車体験
実施日：11月 7日（水）10時～ 16時
指　導：野田市消防本部
場　所：市民会館前庭・駐車場
来場者：公開消防訓練：27人　起震車体験：206 人
内　容：千葉県の起震車「まもるくん」を借用して、将来起
こるかもしれない東南海地震の体験をし、揺れが収まった
後の火の元点検や避難について、消防署員から学んだ。ま
た、当館で例年行っている消防訓練を実施し、来館者も一
緒に避難や水消火器の訓練を行った。

○特別展関連講演「災害復興とまちづくり～宮城県石巻市
での被災と支援から見えたこと～」
実施日：11月 10 日（土）13時 30 分～ 15時 30 分
講　師：遠藤学氏（NPO法人DoTank みやぎ理事長）
場　所：市民会館　松竹梅の間 
参加者：28人
内　容：石巻市における地震や津波の被災経験と、その後
の支援活動を通して感じた問題点や、将来の課題を多角的
にお話しいただいた。

○寺子屋講座「気象災害はなぜ頻発するのか」
事業区分：自主事業
実施日：11月 18 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：特別展に合わせて第 92 回芸道文化講座を自然科
学系ライターで気象予報士の岩槻秀明氏に依頼し、近年頻
発する気象災害の種類や特徴、さらに今年起きた大きな災
害の事例を、天気図などを元にやさしく解説していただい
た（参加者などは寺子屋講座の項に掲載）。

○ドキュメンタリー映画「PRAY FOR JAPAN～心を一つ
に～」チャリティ上映会
事業区分：自主事業（欅のホールと共催）

オープニング・レセプション

寺子屋講座「野田の消防団あれこれ」

関連講演「災害復興とまちづくり
～宮城県石巻市での被災と支援から見えたこと～」

「PRAY FOR JAPAN～心を一つに～」
チャリティ上映会
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実施日：11月 25 日（日）
　　　　14時～ 16時、18時 30 分～ 20時 30 分
場　所：欅のホール・小ホール

来場者：昼の部 143 人　夜の部 92人　計 235 人
内　容： 特別展「野田と災害」関連事業として、東日本
大震災の被災地である宮城県石巻市を舞台としたドキュメ
ンタリー映画を上映した。チケット売上のうち 50％は、
本映画の舞台となる石巻市の東日本大震災被災地復興のた
めに寄付をした。

○防災ミーティング　～今、私たちにできることを考える～
実施日：12月 1日（土）13時 30 分～ 15時 30 分
政策説明・質問回答：根本崇氏（野田市長）
場　所：市民会館　松竹梅の間 
参加者：80人
内　容：根本崇野田市長を招いて、野田市での避難所の体
制や設備についての現状と今後どのように対策を進めてい
くか、その展望や市長の見解をお話いただいた。

○寺子屋講座「やってみよう　わが家の耐震診断～疑問や
不安にお答えします～」
事業区分：自主事業
実施日：12月 2日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：特別展に合わせて第 93 回まちの仕事人講話を㈲
畔上建築設計事務所主宰の畔上廣司氏に依頼し、住まいの
安全を確保することの大切さと、地震に強い建物とはどの
ようなものか耐震診断のチェックシートを使ってお話いた

４．図録の発刊
展示解説図録を発刊、頒布した。また、特別展に合わせて
「野田シリーズ XIIII　野田の災害年表」を一部増補の上

５．振り返り
展示内容　一種類の災害でも展示が完成するほどに十分な資
料や情報があったが、この地に暮らす人が被るであろう自然
災害のリスクの全体像を知らしめるため、あえて限定をせずに
紹介した。展示内容が浅くなるおそれはあったが、個々の災
害の要点は根拠の明確なデータを提示して具体性のあるもの
とした。また、第 2 部「災害と向き合う」では常備消防、堤

寺子屋講座
「やってみよう　わが家の耐震診断」
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防整備など行政の役割については強調せず、自分たちでできること（自助、共助）を先人に学ぶという立
場をとった。本展示では、東日本大震災の後メディアを賑わせた「貞観地震」のように、未曾有の大惨
事から私たちが身を守る手立てが歴史の中に眠っているというアイデアを応用して、地域版（野田版）
を作ることができた。また、史実をただ学び、知識として得るだけでなく、今、そして未来を考えるため
に役立てたり、地域の文化資源を人間の生き方（生きることそのもの）のために活用する試みがある程
度成功したといえる。

関連事業　関連事業では、歴史からの「学び」をより深め、行動に移していくきっかけとなるような多
彩なイベントを用意し、展示では紹介しきれなかったことや、目的を補完する役割を担った。防災とい
うテーマは市民にとって関心の高いものであろうという目論見ははずれ、当初、集客には苦慮した。し
かし結果的には、これまでにはないコミュニティが博物館を利用する結果となった。例えば起震車体験
では事前に近所の幼稚園、高校、商店、住宅にチラシを持って配って回ったことで、予想以上に多くの
方々、それも日頃博物館との関わりの少ない幼稚園児やその保護者、保育士の方々、高校生が実際に足
を運んでくれた。また映画上映会には大学生が授業の一環で訪れ、感想を寄せてくれただけでなく、そ
の後この映画鑑賞を受けて、被災時に何の支援が出来るかというテーマでワークショップを行ったとい
う。このように被災時に支援やボランティアに回らなければならないであろう世代の人たちに、本企画
に参加してもらえ、社会的意義が高かったと考えられる。また、防災ミーティングは、事前の申込者が
少なかったことから、市の市民生活課、社会教育課に相談し、応募条件を緩和した上でそれぞれの課と
の関わりが深いコミュニティに動員をお願いしたが、その人々が今回の取り組みに関心を示し、協力し
てくださったことは、今後の事業にも活きるつながりを築けたという意味でよい成果となった。

来館者の反応　展示では、非常時持出品の目安の重さとされる重量に調整したリュックサックを実際に
かついでみるコーナーで、想像以上の重さに驚く人が多く、それについてのコメントが多数寄せられた。
来館者からの意見や感想の掲示スペースには、このリュックの感想のほか、先人から学んだ災害の予兆
や防災の知恵が集まった。来館者の展示室滞在時間は通常よりも長く、パネルを一枚一枚じっくりと読
む人の姿を見かけたり、アンケートの感想では「こうしたことを初めて知った」「周りの人にも知らせ
たい」といった回答が常よりも多く見受けられた。また関連事業に参加したことで、自分に何が出来る
か考えさせられたと、自身の問題として受け止め前向きに解釈しようとする姿勢が見られた。その一方
で、「怖いから起震車には乗りたくない」、あるいは「辛すぎて映画を観ていられない」（として会場か
ら退出する）来場者もごく一部おり、被災経験とは画一的に語れるものではない、ということを企画者
として改めて感じさせられた。その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（44～48ページ）を参照。
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１．目的
　市民の文化活動報告展では、学芸員が市民グループとテーマなどを協議し、博物館と協働で展示を
構成する。市内で文化的な活動を行っている市民グループに研究発表の場を提供し、新たな野田の文
化の創出に寄与することを目的としている。
　本展示では、自主研究グループ「野田古文書仲間」が、2009 年の発足以来、3年間の学習・調査の成
果を展示し、活動の内容やメンバーの自己紹介、展示準備の過程を紹介した。また、古文書や地域の
歴史に触れることを目的とした関連事業も、市民が主体となり学芸員との協働により実施した。

２．展示内容

（１）　古文書入門と目録作成
　基本的な形態とくずし字や候文など古文書の基本と、5段階に整理した目録作成のステップを、実物
の古文書と写真にクイズなどを交えて紹介した。
（２）　古文書から読み解いた地域の歴史
　古文書仲間全体の活動として解読や目録作成を行った文書を中心に、地域の歴史や民俗について調査
を加え、古文書とその容器、絵図、実物資料、スライドショー、タブレット端末による自作タッチパネ
ルなどとともに展示した。
（３）　活動紹介
　古文書仲間の活動を、前段階にあたる自主研究グループ育成講座から、会結成後の諸活動、そして展
示準備プロセスまで含めて写真パネルで紹介した。あわせて、メンバーの紹介、新規会員の勧誘などを
行った。
（４）　個人の調査成果
　メンバーのうち3名が、個人的に調査した地区や自家の歴史、館蔵の「伊勢参宮日誌」の概要を紹介し、
古文書調査の楽しみを伝える場とした。

展示事業
企画展・市民の文化活動報告展

読んでみました　野田の古文書～初心者が挑んだ3年間の整理・解読・調査から～

会　期：12月 22日（土）～ 3月 25日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：8,308 人
共　催：野田古文書仲間
事業区分：委託事業
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展示資料一覧
資料名
パネル「古文書の基本的な形　状」
竪紙
折紙
続紙
切紙
パネル「古文書の基本的な形　冊子」
竪帳
横帳
横半帳
横半帳
パネル「古文書の基本的な形　巻子」
巻子
写真（芭蕉の句碑 )
写真（道標）
写真（蕎麦屋の看板）
写真（店舗の看板）
写真（煎餅屋の看板）
タブレット端末クイズ「候文を読んでみよう！」
古文書講座　くずし字帳
パネル「候文の例」
くずし字用例辞典
電子辞書
新撰女子書翰文
パネル「目録作成ステップ」5点
パネル「史料調査の3原則」
パネル「史料の修繕」
葛籠
蓋
スケッチ
木箱内の文書の収納状況
番号付けされた史料
手書きの目録
パソコン入力の目録
冊子にした目録
修繕前後の古文書
パネル「古文書仲間の主な目録作成の実績」
パネル「古文書マナークイズ」
写真（マナー　悪い例）
写真（マナー　良い例）
写真（手を洗う）
調査の道具　9点
写真（古文書仲間集合）
パネル「仲間の自己紹介」　10名
パネル「野田古文書仲間の運営体制」
パネル「野田古文書仲間　会則」
遠近村名集
パネル「遠近村名集　野田町部分」
パネル「遠近村名集に記載された村の位置」
乍恐以書付御伺奉申上候
スライドショー
関東河川図
高瀬船の模型
往来物
パネル「近世職人尽絵巻」
タブレット端末クイズ「難読地名にチャレンジ」
天神机と文房具（再現）
十露盤独稽古
パネル「寺子屋での学習風景」
廻状写

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

文書群等

今上・田中吉右衛門家文書
清水文書
今上・松本清八家文書
尾崎・逆井平七家文書

西高野・櫻井家文書
茂木勇右衛門家文書
尾崎・逆井平七家文書

高畠家文書

関宿台町文書
西高野・櫻井家文書

西高野・櫻井家文書
西高野・櫻井家文書

中野台・戸邉五右衞門家文書

清水文書

備考（年代）

明和6年 (1769)
江戸時代前期
明治16年 (1883)
明治6年 (1873)

享保15年 (1730)
天保11年 (1840)
文久2年 (1862)
明治6年 (1873)

慶応2年 (1866)
文政11年（1828）建立
享和元年(1801）
現代
現代
現代

現代
明治38年（1905）
現代
現代
明治38年 (1905)

天保13年（1842）
平成23年（2011）

江戸～明治時代
平成21年（2009）
平成21年（2009）
平成24年（2012）
明治期

天保7年（1836）
天保7年（1836）

嘉永2年（1849）
現代
近世後期

江戸期
文化元年（1804）

享和元年（1801）
江戸～明治
宝永2年（1705）

コーナー

※所蔵者は敬称略

所蔵者

当館蔵（資料番号8588）
野田市立興風図書館
当館蔵（資料番号6985）
当館蔵（資料番号1940）

当館蔵（資料番号3141）
当館蔵（資料番号8424）
当館蔵（資料番号152）
当館蔵（資料番号1940）

当館寄託（資料番号756）
野田・愛宕神社
野田市郷土博物館前庭
野田市野田
野田市上花輪
野田市清水

当館蔵（資料番号8025）
当館蔵
個人蔵
当館蔵（資料番号8025）

当館蔵（資料番号8140）
当館蔵（資料番号8424）
当館蔵
当館蔵（資料番号8424）
当館蔵（資料番号8424）
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵（資料番号1863、1866）

当館蔵

当館蔵（資料番号7858）
当館蔵（資料番号7858）

野田市立興風図書館

当館蔵（資料番号8508)
千葉県立関宿城博物館
当館蔵、野田市立興風図書館
東京国立博物館

個人蔵
野田市立興風図書館
山形県立博物館教育資料館
当館蔵（資料番号7371）

名
地
た
見
ら
か
書
科
教
の
屋
子
寺

領主交代と村の情報伝達

門
入
超
書
文
古

仲間の
自己紹介

ご一緒に
古文書の世界へ
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資料名
廻状
御回状受取帳
御用留
高札
パネル「藩から村への情報伝達」
パネル「関宿藩大名一覧」
パネル「諸国当城之図　下総国関宿」
関宿城下模型
愛宕神社奉社箱
愛宕奉社の祭壇
パネル「オビシャって何？」
稲荷祠
愛宕山大権現託宣
稲荷奉社日掛議定帳
稲荷奉社直会の膳再現模型
パネル「魚屋、大工、小間物屋」

パネル「床屋」
パネル「提灯屋、煙草屋」
写真（堤台のオビシャ） 
写真（今上のオビシャ）
写真（船形のオビシャ）2点
愛宕奉社連名帳・愛宕奉社入用帳
パネル「愛宕奉社の氏子・宿役の変遷」
愛宕奉社の弓矢と的
境界争論控訴状
地券
申渡
裁判言渡書
中利根川通堤川除御普請出来方帳
指出之帳
関宿台町作成の論地絵図
パネル「境町作成の論地絵図」
パネル「関宿台町・境町間の裁判経過」
パネル「当時の裁判制度」
パネル「河川敷となった関宿城址」
写真「争論地の現況」3点
渡し札
パネル「下総境の渡し」
パネル「渡し守の絵」
随庵堀開削に関する幕府宛上申書案
古文書から再現した水害の様子
パネル「浅間焼吾妻川利根川泥押絵図」
パネル「古文書に記述された水害発生の理由」
中利根川流作地取調絵図
パネル「関宿領水行図」
パネル「下総国利根川両側絵図」
パネル「五ケ村伏越樋目論見ニ付同村
ヨリ桐ケ作村迄絵図
パネル「諸記録」
日光御宮御参詣供奉御役人附
パネル「御用手控」
関札
パネル「市域の所領関係と日光東往還と関宿用悪水路のルート」
パネル「野田を通った大名行列」
パネル「水野忠邦公御肖像」
写真（水野家累代の墓）
パネル「狂歌入東海道　関」
麻裃
タブレット端末クイズ「くずし字を読もう！」
パネル「野田古文書仲間　3年間の主な活動」
写真（活動風景）12点

番号
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75

76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106

107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119

文書群等
今上・松本清八家文書
尾崎・逆井平七家文書
尾崎・逆井平七家文書

野田仲町第2区奉社組合文書

今上・田中吉右衛門家文書
野田仲町第2区奉社組合文書

野田仲町第2区奉社組合文書

荒井義守氏作成
関宿台町文書
関宿台町文書
関宿台町文書
関宿台町文書
関宿台町文書
小松原康之助家文書
関宿台町文書
民事判決原本データベース

関宿台町文書
岡野香里　画

関宿台町文書
船橋家文書
百戸・長野家文書
船橋家文書

関宿江戸町・會田家文書

諸川・中村三郎兵衛家文書

水野家文書

備考（年代）

明治5年（1872）
明治4年（1871）
明和6年（1769）

18世紀後半

明治26年（1893）

安政3年（1856）

平成24年（2012）
平成24年（2012）
平成24年（2012）
江戸時代後期

平成24年（2012）
明治10年（1877）
明治13年（1880）
明治10年（1877）
明治10年（1877）
文化6年（1809）
宝永3年（1706）
明治10年頃
明治10年頃

平成23、24年

天保末（1843）頃

安政3年（1856）

明治4年（1871）

元文3年（1738）

天保14年（1843）
天保13年（1842）
天保14年（1843）

嘉永4年（1851）頃
現代
19世紀

コーナー所蔵者
当館蔵（資料番号6985）
当館蔵（資料番号1940）
当館蔵（資料番号1940）
岩名・真光寺

広島市立中央図書館
千葉県立関宿城博物館
当館蔵（資料番号1776）

当館蔵（資料番号6703）
当館蔵（資料番号8562）
当館蔵（資料番号1776）
当館蔵（資料番号6571）
東京国立博物館
Image:TNP Image Archives
早稲田大学図書館
当館蔵（複製）

当館蔵（資料番号1776）

当館蔵（資料番号8140）
当館蔵（資料番号8140）
当館蔵（資料番号8140）
当館蔵（資料番号8140）
当館蔵（資料番号8140）
境町歴史民俗資料館寄託
当館蔵（資料番号8140）
国際日本文化研究センター

当館蔵（資料番号3371）
宮負定雄『下総名勝図絵』より
戸田市立郷土博物館
当館蔵（資料番号8140）

群馬県立歴史博物館

当館蔵（資料番号8140）
茨城県立歴史館
境町歴史民俗資料館寄託
茨城県立歴史館

千葉県立関宿城博物館寄託
当館蔵（資料番号8550）
古河市立三和資料館寄託
当館蔵（資料番号 2358）

首都大学東京図書情報センター
結城市教育委員会
松戸市立博物館
当館蔵（資料番号3250、3251）
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資料名
パネル「野田古文書仲間の名前の由来」
パネル「展示準備体制」
パネル「展示準備スケジュール」
パネル「情報通信技術の活用」
写真（展示準備活動）　12点
パネル「展示制作サポーター紹介」　4名
唐箕
大澤家先祖調査結果をまとめた冊子
仕入帳
篩の製作工具
丸篩
葉書
地籍簿と八町村全図
堤台村地籍図（全図）
千葉県令宛届出書写
パネル『野田盛況史』付図
パネル「堤台の航空写真」
岡部文書
パネル「岡部長盛公肖像」
伝　岡部公愛用の茶碗
パネル「岡部公所領図」
パネル「報恩寺朱印状」
パネル「堤台村　村明細」
八十八箇所霊場再建届書
八幡宮扁額
伊勢参宮日誌
パネル「伊勢参宮日誌概略行程」
パネル「伊勢参宮日誌行程の概略図」
パネル「最新の交通手段」2点
パネル「やや古い交通手段」4点
パネル「野田組製造醤油出品広告」
写真（伊勢神宮御苑記念）
パネル「6月21日付　鎮西日報」
新橋停車場之図
岐阜県・愛知県　大地震実況
絵葉書「名古屋と伊勢の印象」　5点
朝熊萬金丹
絵葉書「朝熊萬金丹本舗」　
高野山全図
近江八景及名所旧跡之図
金刀比羅山之図
金毘羅宮御札
絵葉書「京都と大阪の見所」　5点
絵葉書「神戸から岡山の視察・商談」　5点
絵葉書「九州の印象」　5点
絵葉書「旅の遊び」　4点

番号
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165

文書群等

野田仲町・殿村家文書

水書文七郎家文書
水書文七郎家文書

山口頼定著

野田市指定文化財

『野田市史資料編　中世2』より

清水文書

備考（年代）

昭和8年（1933）頃
平成20年（2008）
昭和9年（1934）

明治27年（1894）
明治初期
明治10年（1877）
明治10年（1877）
明治38年（1905）
平成19年（2007）
文禄2年（1593）
寛永年間

慶安元年（1648）
元文6年（1741）
慶応2年（1866）
正徳元年（1711）頃
明治25年（1892）

明治22年（1889）
明治25年（1892）
明治25年（1892）
明治20年頃
明治24年（1891）

明治29年（1896）
明治25年（1892）
明治25年（1892）
明治21年、25年

コーナー所蔵者

当館蔵（資料番号8275）
大澤一秋
当館蔵（資料番号8270）
大澤一秋
中村英三郎
八千代町歴史民俗資料館
八千代町歴史民俗資料館
中村英三郎
中村英三郎

野田市立興風図書館
岸和田・泉光寺
堤台・田中家

千葉県文書館
公益財団法人髙梨本家上花輪歴史館
野田市立興風図書館
堤台八幡神社
当館蔵（資料番号4372）

劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
茂木玲子
国立国会図書館
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
劉勝彦
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３．関連事業
○寺子屋講座「手にとり知る博物館の古文書」
事業区分：自主事業
実施日：1月 20 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連し、第 94 回芸道文化講座を智山伝
法院司書補で展示制作サポーターの鎌形慎太郎氏に依頼
し、古文書の基礎に関する話と、古文書仲間による古文書

などは寺子屋講座の項に掲載）。
寺子屋講座「古文書調査の楽しみ
～野田を通った七千人の大名行列～」

42



古文書の楽しさを多角的に紹介することが出来た。また、新規会員獲得の場としても機能した。古文書相談
会は、メンバーのみならず学芸員にとっても実力を試される場であったが、古文書仲間にとっては学習成果
の地域への還元、館にとっては新たな史料情報の収集と史料保存意識の啓発などにつなげることが出来た。

来館者の反応　古文書の形態や調査法については、市民による市民目線の展示であり、分かりやすい、
初めて知ったと好評だった。各地の古文書教室やサークルなどで学習している方が、数多く団体で見学
に訪れ、古文書仲間が解説し、交流をした。他所の団体から野田に対して、くずし字の学習に止まらず、
古文書の調査や展示など情報発信の場が設けられていることについて、高く評価する意見が多く寄せら

○寺子屋講座
「古文書調査の楽しみ～野田を通った七千人の大名行列～」
事業区分：自主事業
実施日：2月 3日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連し、第 95 回芸道文化講座を野田古
文書仲間の大澤一秋氏に依頼し、今回展示した天保 14 年
の将軍日光社参と野田近隣の対応について、調査の方法や
面白さを含めてお話しいただいた。

○古文書相談会
実施日：2月 9日（土）10時～ 12時、14時～ 16時
場　所：博物館展示室 1階
相談件数：12件
内　容：企画展に関連し、野田古文書仲間が古文書の解読・
保存・学習に関するアドバイスを行った。

○地域の歴史を学ぶ 3博物館めぐり 
実施日：3月 24 日（日）9時～ 16時 30 分
場　所：郷土博物館、関宿城博物館、境町歴史民俗資料館他
参加費：200 円（入館料別）
参加者：22人
内　容：企画展を見学後、関宿城博物館と境町歴史民俗資料
館を訪ね、関連する所蔵資料などを野田古文書仲間が解説した。

４．振り返り
展示内容　古文書から読み解いた地域の歴史に関しては、古
文書仲間が企画段階から市内でも特定の地域に偏らないこと、
時代やテーマを分散させることなどに留意した。活動紹介は写
真パネル中心だったが、会の雰囲気、個人のキャリヤや想いを
紹介し、新規会員の獲得などにつながった。個人の調査成果で
は、貴重な地域の文化資源を借用し展示することが出来た。

関連事業　関連事業も古文書仲間が分担し企画、運営にあ
たった。実物に触れる、古文書に登場する現地に赴くなど、

古文書相談会

地域の歴史を学ぶ 3博物館めぐり
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展覧会アンケート集計*
○総集計枚数

展覧会名 回収期間（＝会期） 回収枚数
平成24年度企画展
「野田に生きた人々　その生活と文化　2012」

4月7日
～6月25日

68枚
（入館者数の1%）

平成24年度市民アート展
「陶芸～土に込めた私の想い～」

7月7日
～10月1日

116枚
（入館者数の1.3%）

平成24年度特別展
「野田と災害～今、私たちにできることを考える～」

10月13日
～12月10日

122枚
（入館者数の2％）

平成24年度市民の文化活動報告展　「読んでみました
野田の古文書～初心者が挑んだ3年間の整理・解読・調査から～」

12月22日
～3月25日

56枚
（入館者数の0.７%）

1. 性　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3. 住まい

2. 年　代　　　　　　　　　　　　　　　　　　4. 現在の仕事、立場(複数回答有)

1. 性別…複数回答は無効
2. 年代…複数回答、年齢不明は無効

生活文化 陶芸 災害 古文書
35

（51%）
32

（47%）
1

（1%）

60
（52%）
42

（36%）
14

（12%）

79
（65%）
35

（29%）
8

（7%）

41
（73%）
11

（20%）
4

（7%）

男

女

無効・
未回答

生活文化 陶芸 災害 古文書
20

（29%）
43

（63%）
5

（7%）

70
（60%）
39

（34%）
7

（6%）

63
（52%）
56

（46%）
3

（2%）

21
（38%）
33

（59%）
2

（4%）

市内

市外

未回答

生活文化 陶芸 災害 古文書
2

（3%）
16

（24%）
3

（4%）
3

（4%）
2

（3%）
9

（13%）
24

（35%）
6

（9%）
2

（3%）
1

（1%）

9
（8%）
14

（12%）
3

（3%）
0

（0%）
9

（8%）
7

（6%）
44

（38%）
22

（19%）
4

（3%）
4

（3%）

6
（5%）
12

（10%）
11

（9%）
12

（10%）
10

（8%）
15

（12%）
34

（28%）
15

（12%）
4

（3%）
3

（2%）

0
（0%）
6

（11%）
3

（5%）
3

（5%）
12

（21%）
4

（7%）
14

（25%）
12

（21%）
2

（4%）
0

（0%）

生活文化 陶芸 災害 古文書
7

（10%）
4

（6%）
5

（7%）
2

（3%）
0

（0%）
3

（4%）
7

（10%）
4

（6%）
1

（1%）
11

（16%）
20

（29%）
1

（1%）
3

（4%）
0

（0%）

13
（11%）
7

（6%）
0

（0%）
1

（1%）
4

（3%）
9

（8%）
8

（7%）
12

（10%）
6

（5%）
23

（19%）
29

（24%）
2

（2%）
4

（3%）
2

（2%）

10
（8%）
1

（1%）
7

（5%）
6

（5%）
5

（4%）
10

（8%）
24

（19%）
10

（8%）
7

（5%）
10

（8%）
28

（22%）
2

（2%）
7

（5%）
2

（2%）

2
（4%）
3

（5%）
0

（0%）
3

（5%）
1

（2%）
5

（9%）
12

（21%）
1

（2%）
4

（7%）
4

（7%）
16

（29%）
0

（0%）
2

（4%）
3

（5%）

10代未満
（%）
10代
（4%）
20代
（%）
30代
（%）
40代
（1%）
50代
（%）
60代
（%）
70代
（%）
80歳以上
（%）
無効・未回答
（%）

小学生
（%）
中学生
（%）
高校生
（%）
大学生
（%）

就学者その他
（%）

会社・団体役員
（%）

常勤社員・職員
（%）

アルバイト・パート
（%）

個人事業主
（%）

専業主婦・夫
（%）

定年退職者
（%）
失業中
（%）

就業者その他
（%）

無効・未回答
（%）

* 割合は、端数処理のため合計が100％とならない場合がある。
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４．現在の仕事、立場…平成21年度より、職業に関する設問を改訂。「現在の仕事・立場（４）」を13の選択項目とし、さらに何らかの就業をしている
　方に「職業分野（4－1）」を16の選択項目から、定年退職をした方に「現在主に何をしているか（4－2）」を6の選択項目からそれぞれ選んでもらうこ
　ととした。

4-1.　職業分野
生活文化 陶芸 災害 古文書
0

（0%）
0

（0%）
3

（15%）
1

（5%）
2

（10%）
0

（0%）
0

（0%）
1

（5%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
2

（10%）
1

（5%）
4

（20%）
1

（5%）
0

（0%）
5

（25%）

0
（0%）
1

（2%）
8

（17%）
3

（7%）
3

（7%）
3

（7%）
0

（0%）
7

（15%）
2

（4%）
2

（4%）
3

（7%）
2

（4%）
2

（4%）
2

（4%）
0

（0%）
4

（9%）
4

（9%）

2
（3%）
9

（15%）
11

（18%）
1

（2%）
4

（7%）
3

（5%）
0

（0%）
6

（10%）
0

（0%）
3

（5%）
1

（2%）
4

（7%）
2

（3%）
8

（13%）
2

（3%）
0

（0%）
5

（8%）

0
（0%）
5

（20%）
7

（28%）
0

（0%）
2

（8%）
1

（4%）
0

（0%）
3

（12%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
1

（4%）
1

（4%）
3

（12%）
0

（0%）
0

（0%）
2

（8%）

法務
（%）

公安・保安
（%）
サービス
（%）
金融
（%）

営業・販売
（%）
事務
（%）
マスコミ
（%）
教育
（%）
社会福祉
（%）

医療・看護
（%）

自然研究・技術
（%）

機械・科学研究
・技術（%）
コンピュータ
（3%）
建築・土木
（%）
運輸
（%）
芸能・芸術
デザイン（%）
無効・未回答
（%）

4-2．定年退職者の活動（複数回答有）
生活文化 陶芸 災害 古文書
5

（23%）
0

（0%）
4

（18%）
5

（23%）
4

（18%）
2

（9%）
2

（9%）

8
（15%）
7

（13%）
20

（37%）
9

（17%）
4

（7%）
6

（11%）
0

（0%）

6
（14%）
4

（9%）
11

（25%）
10

（23%）
2

（5%）
5

（11%）
6

（14%）

5
（21%）
1

（4%）
6

（25%）
10

（42%）
1

（4%）
1

（4%）
0

（0%）

ボランティア
（％）
町内会
（％）
趣味
（％）

自宅にいる
（％）

パートなどの
仕事（％）
その他
（％）

無効、未回答
（％）

５．来館目的（複数回答有）
生活文化 陶芸 災害 古文書
25

（42%）
5

（8%）
3

（5%）
1

（2%）
0

（0%）
2

（3%）
17

（29%）
6

（10%）

58
（50%）
9

（8%）
7

（6%）
3

（3%）
4

（3%）
16

（14%）
14

（12%）
4

（3%）

59
（44%）
13

（10%）
7

（5%）
3

（2%）
1

（1%）
19

（14%）
15

（11%）
16

（12%）

34
（52%）
11

（17%）
4

（6%）
0

（0%）
1

（2%）
10

（15%）
2

（3%）
4

（6%）

企画展／特別展
（博物館1階）（％）

常設展
（博物館2階）（％）
博物館での
イベント（％）

市民会館イベントで
立ち寄り（％）

市民会館貸部屋利用
で立ち寄り（％）
野田市内観光コース
として訪問（％）
その他
（％）

無効、未回答
（％）
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６．博物館来館回数…「●回～▲回」、「●、▲回」等の記入は▲回に入れる／
「■回位」は■回に入れる／10回以上には「10数回」「15回以上」「20回」などを含む／複数回には「数回」「数十回」「数え切れない」などを含む
８．開催を知った情報媒体…未回答は設問７で「はい」と回答した上で番号に○なし、（　）内に記述なしの件数

６. 博物館来館回数
災害

52
（45%）
15

（13%）
11

（9%）
4

（3%）
2

（2%）
1

（1%）
1

（1%）
2

（2%）
0

（0%）
25

（22%）
2

（2%）
1

（1%）
0

（0%）

生活文化
39

（57%）
4

（6%）
2

（3%）
2

（3%）
7

（10%）
0

（0%）
1

（1%）
1

（1%）
0

（0%）
7

（10%）
4

（6%）
1

（1%）
0

（0%）

陶芸
54

（44%）
10

（8%）
14

（11%）
2

（2%）
8

（7%）
1

（1%）
1

（1%）
1

（1%）
0

（0%）
31

（25%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）

初めて
（%）
2回目
（%）
3回目
（%）
4回目
（%）
5回目
（%）
6回目
（%）
7回目
（%）
8回目
（%）
9回目
（%）
10回以上
（%）
複数回
（%）
未記入
（%）
無効
（%）

23
（41%）
4

（7%）
4

（7%）
0

（0%）
2

（4%）
2

（4%）
0

（0%）
1

（2%）
0

（0%）
17

（30%）
0

（0%）
3

（5%）
0

（0%）

古文書

27
（40%）
38

（56%）
3

（4%）

64
（55%）
44

（38%）
8

（7%）

62
（51%）
51

（42%）
9

（7%）

38
（68%）
17

（30%）
1

（2%）

7. 企画展/特別展の開催既知
災害生活文化 陶芸 古文書

はい
（%）
いいえ
（%）

無効・未記入
（%）

8. 開催を知った情報媒体（複数回答有）
災害

1
（1%）
18

（20%）
7

（8%）
12

（13%）
13

（15%）
7

（8%）
21

（24%）
10

（11%）
0

（0%）

生活文化
0

（0%）
4

（13%）
4

（13%）
6

（19%）
7

（22%）
6

（19%）
2

（6%）
3

（9%）
0

（0%）

陶芸
4

（5%）
13

（17%）
14

（18%）
6

（8%）
23

（30%）
5

（7%）
5

（7%）
5

（7%）
1

（1%）

新聞
（%）
ポスター
（%）
チラシ
（%）
タウン誌
（%）
野田市報
（%）

ホームページ
（%）

友人・知人紹介
（%）
その他
（%）
未回答
（%）

2
（3%）
11

（18%）
19

（31%）
6

（10%）
6

（10%）
5

（8%）
6

（10%）
7

（11%）
0

（0%）

古文書
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【生活文化展】
・説明文が分かりやすかった、いろいろな展示品があったのでよかったという意見が見られた。
・展示室が広くないためあまりよくなかったという意見もあった。
【陶芸展】
・作品やコメントを見て感動したという意見のほか、予想以上に作品のレベルが高く驚いたという意見や、自分も陶芸をやっ
てみたくなったという意見が寄せられた。
・作品にコメントや写真が添えてあることや、発表の場があることを評価する意見も寄せられた。
・教室の紹介が欲しかったという意見や、作品数が多いので前期と後期に分けても良かったのでは、という意見が寄せられた。
・一方で展示作品数が少ないという意見もあった。
【災害展】
・過去の災害について知ることができてよかったとする意見が多数あった。
・昔の文章や漢字が分かりにくかったという回答が数件見られた。
【古文書展】
・野田古文書仲間の取り組みそのものへの理解や、賞賛の声が多数寄せられた。

10．印象に残った展示は何ですか（回答の顕著な特徴）
【生活文化展】
・土器や埴輪などの考古遺物を挙げる回答が多い。
・新収蔵品資料の内、昔の広告や生活道具などを懐かしむ回答も見られた。
【陶芸展】
・金井伸弥氏の作品や、光るランプのコーナーという意見が比較的多く見られたが、どれも素晴らしく、甲乙つけがたいとい
う意見も同様に多く寄せられた。
【災害展】
・消防服や消火用具など消防関係の展示物、水塚など水害コーナー、非常時持ち出し品を詰めたリュックをあげる回答が比較
的多く見られた。
【古文書展】
・オビシャ関係、地権争いに関する古文書、タブレットを利用した展示など全般にわたってあげられていた。
・野田古文書仲間のメンバー紹介を評価する意見が見られた。

９. 企画展／特別展の内容はいかがでしたか

大変良かった（%）
まずまず良かった（%）
あまり良くなかった（%）

悪かった（%）
未回答・無効（%）

生活文化 陶芸 災害 古文書
29（36%）
32（40%）
1（1%）
0（0%）
6（8%）

78（82%）
23（24%）
4（4%）
4（4%）
7（7%）

50（43%）
58（50%）
0（0%）
1（1%）
13（11%）

26（46%）
18（32%）
4（7%）
4（7%）
4（7%）
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【全般共通】
・静かでゆっくり見られる、雰囲気がよい、受付ボランティアの対応が親切等は共通してみられる特徴である。苦言として受
付が不在であった、冷房が効きすぎていて寒かった【陶芸展】、暗くて文字が見えにくい、人の話し声が大きい【災害展】等。

12．  郷土博物館に求める機能・役割（回答の顕著な特徴）
【生活文化展】
・旧野田市内の各村の様子がわかる資料の展示。
・地域の歴史の発信と継承。
・市民が気軽につどえる場所。
【陶芸展】
・地域に因んだ様々な展示を行ってほしい。
・ミニコミ誌などでもっと広報をしてほしい。
・駅からの道が分かりにくい。
・以前のように入館料を取るべき。電気代くらいは利用者が負担すべき。
【災害展】
・野田の歴史や文化、特徴、誇れる出来事を展示してほしいという意見。
・一方で、野田にこだわらず今世の中で注目されているものや価値の高いもの、日本人として歴史認識を深められるような展
示を希望する意見もある。
・要望としては、駐車場が満車かつ博物館利用者以外の人が停めていたので困った、お茶ができる場所がほしい、駅に博物館
のチラシがほしい、子どもに来てもらえるよう努力をすべき、PRをもっとすべきとの意見を得た。
【古文書展】
・受付ボランティアの対応が評価される一方で、質問、相談できる人がいなかった、交流ができなかったとの意見も数件寄せ
られた。

11.　郷土博物館全般の雰囲気や居心地はいかがでしたか

大変良かった（%）
まずまず良かった（%）
あまり良くなかった（%）

悪かった（%）
未回答・無効（%）

生活文化 陶芸 災害 古文書
32（40%）
28（35%）
0（0%）
1（1%）
7（9%）

63（66%）
31（33%）
3（3%）
5（5%）
14（15%）

52（45%）
49（42%）
3（3%）
0（0%）
18（16%）

21（38%）
20（36%）
5（9%）
3（5%）
7（13%）
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